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 P14033 

 

平成 29 年度実施方針 

 

イノベーション推進部 

 

１．件名 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進事業 

 

２．根拠法 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法（平成１４年法律第１

４５号）第１５条第３号及び第９号 

 

３．背景及び目的 

平成２６年６月２４日に閣議決定された「日本再興戦略」改訂２０１４では、新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO」という。）において、技術シーズ

の迅速な事業化を促すため、新たなイノベーションの担い手として期待されるベン

チャーや中小・中堅企業等への支援の強化等の改革を推進することが謳われて

いる。 

また、平成２６年１２月２７日に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

においては、新産業の創出や既存産業の高付加価値化、働く場の創出のため

に、地域イノベーションを促進することとしており、その方策として、「公設試等の

「橋渡し」機能の強化を促すため、当該機能強化に取り組む公設試等（以下「橋

渡し研究機関」という。）に対し各種助成等の重点化を図る。」こととされている。 

そして、平成２７年６月３０日に閣議決定された「日本再興戦略」改訂２０１５にお

いては、技術シーズの橋渡しを受けた地域企業が事業化を通じてグローバルに

成長し、その収益が研究資金へ還元され、更なる技術シーズの創出につながる

好循環の仕組み（イノベーション・サイクル）の構築を目指すとされている。 

さらに、平成２８年６月２日に閣議決定された「日本再興戦略２０１６」において

は、地域イノベーションの推進のため、地域の中堅・中小企業に対し、技術シーズ

を有する橋渡し研究機関との共同研究の実施による新技術の実用化を促進する

とされている。 

我が国では、中堅・中小・ベンチャー企業（以下「中小企業等」という。）は、大

企業が参入しないようなニッチマーケットなどにおいてもリスクを取りつつ、機動的

に事業化を図るなど、イノベーションの創出への貢献が期待されている。他方、中

小企業等は特定の優れた技術を有していても、事業化を目指すためにはそれの
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みでは不十分な状況もある。このため、中小企業等が、優れた技術シーズを有す

る研究機関から技術等の移転を受けて実用化に向けた研究開発を実施すること

や、中小企業等が保有する技術を研究機関の能力を活用して迅速に実用化に結

実させることを通じて、中小企業等が技術力向上や生産方法等の革新等を実現

することを促進していくことが重要である。また、橋渡し研究機関においても、この

ような取組により、一層の機能強化を図ることが重要である。 

なお、ドイツでは、ニッチマーケットで極めて高い世界シェアを獲得する地域の

中堅・中小企業が多く存在する。これらの中堅・中小企業と、地域の研究機関や、

大学等がネットワークを構築し、研究機関等が有する優れた基盤技術を中堅・中

小企業に橋渡しすることによって、グローバル市場で競争優位を発揮できる技術

力の獲得や実用化に結びつけている。 

本事業では、NEDO のミッションである「エネルギー・環境問題」と「産業競争力

の強化」の一貫として、中小企業等が橋渡し研究機関から技術シーズの移転を受

けてビジネスにつなげることや、中小企業等が保有する技術を橋渡し研究機関の

能力を活用して迅速かつ着実に実用化することを通じて、自社の技術力向上や

生産方法等の革新等を実現することを促進する。加えて、上述のような取組を

NEDO が支援することにより、橋渡し研究機関が積極的にその機能強化に取り組

むことを促す。 

 

４．実施内容及び進捗（達成）状況 

４．１ 平成２８年度までの事業内容 

基本計画に基づき、平成２７年度及び平成２８年度に NEDO が公的研究機関

及び大学からの確認及び確認に係る更新の申請を受けて、現在１９６機関につい

て橋渡し研究機関の要件（別紙１参照）への該当の確認を行っていたところ。毎年

の確認及び確認の更新の実績は表１のとおりである。 

また、中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進の助成事業及び追加実証・用

途開拓研究支援に係る研究開発テーマの公募を行い、平成２８年度までに８１件

を採択した。毎年の公募に係る実績は表２のとおりである。 

 

（表１：橋渡し研究機関の要件への該当の確認実績） 

 

 

  

年度 申請数 確認数

146 144

144 142

平成２８年度 198 196平成２８年度確認件数

平成２７年度

事業名・申請時期

平成２７年度確認件数

平成２７年度末更新件数
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（表２：中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進の助成事業及び追加実証・用途

開拓研究支援に係る研究開発テーマの公募実績） 

 

＜中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進＞ 

 
 

＜追加実証・用途開拓研究支援＞ 

 

 

 

４．２ 実績額 

    平成２７年度は  ６８１百万円助成 

    平成２８年度は３，１０２百万円助成（予定） 

採択時期 予算 費目 採択／補欠 応募件数 採択件数 倍率

採択

需給勘定 採択 41 19 2.2倍

162 43 3.8倍

一般会計 採択 92 23 4.0倍

92 23 4.0倍

採択

補欠 5 －

補欠を含む採択候補 20 5.7倍

114 15 7.6倍

276 81 3.4倍合計

平成２７年度

平成２８年度
平成２８年度

補正予算

合計

平成２６年度

補正予算

平成２７年度

補正予算

合計

一般会計 121 24 5.0倍

合計

一般会計 114

15 7.6倍

採択時期 費目 採択／補欠 応募件数 採択件数 倍率

一般会計 採択 44 13 3.4倍

44 13 3.4倍合計
平成２８年度
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５．事業内容 

５．１ 事業概要 

中小企業等による優れた技術の実用化開発に係る支援を行う。 

＜中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進＞ 

本事業では、中小企業等が橋渡し研究機関から技術シーズの移転を受けてビ

ジネスにつなげることや、中小企業等が保有する技術を橋渡し研究機関の能力を

活用して迅速かつ着実に実用化することを通じて、中小企業等が技術力向上や

生産方法等の革新等を実現することを支援する。加えて、上述のような取組を

NEDO が助成することで、橋渡し研究機関が積極的にその機能強化に取り組むこ

とを支援する。 

実施に当たっては、橋渡し研究機関を確認・公表するとともに、橋渡し研究機

関の能力を活用して実用化開発を行う中小企業等から広くテーマを公募し、イノ

ベーションの創出に貢献する優れた提案に対し助成する。 

 

５．２ 事業方針 

＜助成要件＞ 

（１）助成対象事業者 

助成対象事業者は、橋渡し研究機関との共同研究により実用化開発に取り組

む、以下のいずれかの要件を満たす中小企業等とし、この助成対象事業者から

e-Rad システムを用いた公募によって研究開発実施者を選定する。 

①中小企業基本法に定められている資本金基準又は従業員基準のいずれかを

満たす中小企業者に該当する法人であって、みなし大企業に該当しないもの。 

②売上高１，０００億円未満、又は、従業員が１，０００人未満の企業であって、みな

し大企業に該当しないもの。 

③上記②の売上高基準、又は、従業員基準を満たす以下の組合等 

ⅰ）産業技術強化法施行令第６条第１項第３号に規定する事業共同組合等（技

術研究組合等を含む。）。 

ⅱ）ⅰ）の他、特別の法律により設立された組合、及びその他の連合会の要件に

ついては、産業技術力強化法施行令第６条第１項第３号を準用する。 
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（２）助成対象事業 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

以下のすべての要件を満たす事業とする。 

①新産業の振興のためのイノベーションの創出に資する新規性・革新性の高

い実用化開発であること。 

② 事業期間終了後、概ね３年以内に実用化が可能な具体的な計画を有す

ること。 

（注１）鉱工業技術に関する技術開発であること（原子力に係るものを除く。）。 

（注２）実証段階にあっても、技術開発要素があると認められるものについて

は、申請可能（創薬等の開発で治験を実施する場合は第Ⅱ相まで申請

可能。）。 

 

（３）審査項目 

原則として、別紙２のとおり。 

 

＜助成条件＞ 

（１）研究開発テーマの実施期間 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

２年以内 

 

（２）研究開発テーマの規模・助成率 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

①助成額 

助成期間を通じて、１億円以内（下限は１，５００万円） 

②助成率 

２／３以内 

 

（３）採択予定件数 

新規採択予定件数は定めず、新規採択分予算に応じ、提案内容の優れているも

のを採択する。 

 

（４）今年度事業規模 

平成２８年度交付決定事業 

（平成２７年度補正予算によるもの） 

１，１００百万円（一般会計） 
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（平成２８年度補正予算によるもの） 

８００百万円（一般会計） 

 

６．その他重要事項 

（１）評価等 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

①評価項目・基準 

以下に掲げる事後評価項目に基づき、研究開発テーマについて助成事業開始

当初の事業計画に対する達成度等を評価する。 

【事後評価項目】 

＜技術評価＞ 

ⅰ）助成事業期間中の達成目標に対する実績 

ⅱ）助成事業期間中の目標達成に向けた技術課題の認識、研究開発の

手法の妥当性 

ⅲ）費用対効果 

ⅳ）助成事業期間終了後の研究開発の課題認識及び解決手段の妥当性 

ⅴ）助成事業期間終了後の研究開発計画の妥当性 

＜事業化評価＞ 

ⅰ）新規市場創出効果 

ⅱ）市場ニーズの把握 

ⅲ）開発製品・サービスの優位性 

ⅳ）事業化体制 

ⅴ）事業化計画の信頼性 

②評価実施時期 

助成期間事業終了後適切な時期に事後評価を実施する予定。 

（２）複数年度契約の実施 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

平成２８年～２９年度の複数年度契約を行う。 

（３）その他実施する事業 

平成２８年度までに事業を終了した事業者に対し、その実績に係る報告会を実施す

る。 

 

７．スケジュール 

（注）時期は予定であり、前後する場合がある。 

中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 

（平成２７年度補正予算によるもの） 
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平成２９年 

１２月下旬 事業終了 

平成３０年 

１月上旬 助成金額の確定 

 

（平成２８年度補正予算によるもの） 

平成３０年 

２月下旬 事業終了 

３月上旬 助成金額の確定 

      

８．実施方針の改定履歴 

平成２９年４月 制定  
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（別紙１）「橋渡し研究機関」の確認要件 
 
 
①橋渡し研究機関の要件 
●国の研究機関、独立行政法人、公設試験研究機関若しくは大学共同利用

機関法人に該当する公的研究機関、大学又は高等専門学校であって、日

本国内に立地するものであること。 
●以下のⅰ）～ⅴ）の取組の全てを既に実施している、あるいは、近い将

来（概ね１年以内））に取組を実施する予定であること。 
ⅰ）橋渡し業務を主要ミッションとして位置づけていること。 
ⅱ）職員への目標設定やインセンティブ付与による位置づけなどによ

り、受託研究収入等の民間企業からの資金受入の増加に向けた仕組み

を整備していること。 
ⅲ）民間企業に対する技術相談業務、技術指導業務や企業との意見交換

等において収集される情報を集約・分析すること等を通じて産業界の

ニーズ等を把握し、これを所内の活動内容に反映するための仕組みを

整備していること。 
ⅳ）貴組織以外の研究機関との人材交流や内外への職員の研修参加な

ど、広く技術シーズやノウハウを取り入れるための仕組みを整備して

いること。 
ⅴ）受託研究等によって生じる知的財産権の取扱についての検討体制や

契約書のひな形等の規程類を整備していること。 
 
②確認内容 
●要件ⅰ）～ⅴ）について、これまでの成果実績はどうか 
●要件ⅰ）～ⅴ）について、目標や取組計画が具体的なものであるか。 
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（別紙２）５．２ 事業方針＜助成要件＞（３）審査項目 
中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進 
① 技術に関する評価項目 

項目 審査基準 

基となる研究開発の有無 ・提案の実用化開発の基となる技術開発の成果（実

験データ等）が明確に示されていること。また、提

案の実用化開発のシーズについて基礎的な検討が

十分に行われていること。 

技術の新規性及び目標設定レ

ベルの程度 

・新規性のある技術であって、国際的に見ても目標

設定のレベルが相当程度高いこと。 

特許・ノウハウの優位性 ・申請者（企業）が開発商品に関する優位性のある

特許及びノウハウを保有していること。あるいは、

大学等の共同研究先や協力企業等からのライセン

ス供与が確実であること。 

目標、課題、解決手段の明確

性 

・本事業における目標値、技術課題及び解決手段が

明確であること。 

費用対効果 ・研究要する費用及びその使用計画が適切であり、

費用対効果（助成金額と得られる事業化効果など）

が高く、助成規模に応じて効果（社会的必要性な

ど）が十分に期待できること。 

研究計画の妥当性 ・予定期間内に計画された技術的課題が解決され

る可能性が高いこと。 

 

② 事業化に関する評価項目 

項目 審査基準 

新規市場創出効果 ・当該研究成果の広汎な製品・サービスに利用

の可能性が大きく、新規産業の開拓等に貢献す

るものであること。市場規模を判断材料とし、

その際に助成金額（全期間）を考慮。 

市場ニーズの把握 ・市場ニーズを具体的に把握（ユーザーとの接触、

市場調査等）しているとともに、それを反映させた

開発目標の設定がなされていること。 

開発製品・サービスの優位性 ・市場ニーズを踏まえて、開発した製品・サービス

が競合製品等と比較して優位（性能、価格等）であ

ること。将来の市場において相当の占有率が期待

できること。 
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事業化体制 ・技術開発体制のみではなく、事業化をするために

適切な体制（金融機関等（ベンチャーキャピタル

等）や採択予定先（取引先）等との連携等）となっ

ていること。 

事業化計画の信頼性 ・事業期間終了後概ね３年以内に実用化が達成さ

れる可能性が高いことを示す具体的かつ的確な事

業化計画を提案し、予想されるリスク（市場変動、

技術変革等）などへの対策が盛り込まれているこ

と。 

 
③ 政策意図に関する評価項目 

項目 審査基準 

「橋渡し研究機関」との連携

による効果 

・「橋渡し研究機関」との共同研究により、自社単

独では成し得ないイノベーションの創出への貢献

が見込まれること。 

地域経済活性化への貢献 ・地域資源を活用し技術開発が実施されることに

より、地域経済の活性化への貢献が特に見込まれ

ること。 

海外展開への期待 海外市場獲得を目指した積極的な事業展開が期待

できること。 

事業者の新規性 ・公募締切日において設立１０年以内の企業であ

ること。 

過去に NEDO 等が実施した

事業との関連 

・NEDO 等が実施した技術開発事業の成果を活

用したものであり、当該助成事業の実施により、そ

の成果の実用化が加速すると認められること。 

金融機関等との連携 ・金融機関等（ベンチャーキャピタル等）から推薦

を受けていること。 

採用予定先（取引先）等との

連携 

・採用予定先（取引先）等から推薦を受けているこ

と。 

 
 


